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留学･研修レポート

大阪国際大学ビジネス学部経済ファイナンス学科
3年次生�
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教師になる目標手にし
異文化交流の大切さを修得

勉強が大好き
大学院めざし頑張りたい

　2007年4月から日本留学を始め、日本に住んで3年間が過ぎ

た。日本の観光部門と経済関係が大好きで、それが高じてここ

まで来てしまった。日本は蒸し暑い、冬も寒い。街は人が多い

が、キレイなのは皆が規則を守るからだ。なんといってもやは

り、私は日本の学校での生活、教育の便利さに満足している。

例えば、大学では様々なスポーツクラブがあり、勉強の参考に

できる本も図書館に十分にあるのだ。私は勉強が好きで図書館

に行ったら欲しい本が手に入るのが楽しくてたまらない。最初

は専門学校に通っていた。専門学校では実習が重要でかなり経

験が得られた。日本語能力試験1級もそのときに合格した。

　勉強といえば、私は大阪国際大学に入ってからたった半年だ

が、編入生のためほかの学生より2、3倍ぐらい勉強しなけれ

ばならない。とはいえ、大学の推薦で奨学金ももらっているし、

今年から始まった日本語能力試験N1を目指す留学生を育成す

る大学のプログラムに、特別に参加させていただいている。1

回目で1級に合格したが、もっといい点数を目指し、大学院へ

の勉強も頑張りたいと思う。

（2010年４月から編入学。ラオス出身）

　サンディエゴで過ごした日々は、一言では表せない程とても

充実していました。現地の学生達の勉強に対するモチベーショ

ンに圧倒されつつ、彼らと共に授業を受け、ディスカッション

やプレゼンテーションまで様々な事を行いました。中間・期末

試験期間中は週末・昼夜問わず図書館で猛勉強しました。仲間

の協力と努力の末、私は１単位も落とすことなく帰国し、大き

な達成感を味わいました。

　また、現地で「児童日本語講師」としてインターンシップに

も参加しました。この経験は私の将来の目標に大きな変化をも

たらしました。教えることの大切さと子ども達と接することの

楽しさを学び、将来「児童英語教師」になりたい、という目標

を手にしました。留学経験を通じて痛感した、異文化相互理解

とコミュニケーションの大切さ・楽しさを次世代の子ども達へ

伝えたい。そして子ども達に、私が感じた以上の達成感を得

て、将来に向き合って欲しい、という熱い思いで生徒達と向き

合い、慕われる先生になりたいです。

　この留学経験により、今後に向けての目標とコミュニケー

ションの意義を学びました。海外に出たからこそ学べたものが

たくさんあり、とても実りの多い留学生活でした。

(2009年8月から2010年5月まで米国・サンディエゴ州立大学へ

長期交換留学）

大阪国際大学国際コミュニケーション学部
４年次生� 村上 彩実

奥
田
政
三
教
育
・

研
究
基
金
奨
学
生

(敬称略)

▽
大
学
・
短
大

海
外
協
定
校
長
期
派
遣
留
学
［
中

　
遼
寧
師
範
大
学
（
９
月
～
23
年
７

月
）］
張 

盼
盼
▽
玉
宅
美
咲
子
（
以

上
国
際
コ
ミ
２
）
▽
［
中
　
東
北
大

学
（
９
月
～
23
年
７
月
）］
吉
田
和
生

▽
築
地
大
輔（
以
上
同
２
）▽［
中 

浙

江
万
里
学
院
（
９
月
〜
23
年
７
月
）］

松
田
章
宏
▽
佐
藤
将
平
（
以
上
同
２
）

▽
［
台
湾
　
中
国
文
化
大
学
（
９
月

～
23
年
６
月
）］
武
石
貴
恵
（
同
２
）

夏
期
海
外
研
修
［
豪
　Q

IB
A

英
語

本
学
、
日
本
で
初 

７
月
に
協
定
締
結

特
に
理
工
系
に
強
味
持
つ

12
ヵ
国
25
大
学 

学
術
交
流
を
推
進

　

平
成
22
年
７
月
６
日
、
新
た
な
協
定
校
と
し
て
、
西
安
思
源
学
院
と
学

術
交
流
の
文
書
が
取
り
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

多
彩
な
人
材
養
成
、
11
学
部

　

西
安
思
源
学
院
は
、
中
華
人
民
共

和
国
教
育
部
に
認
め
ら
れ
た
１
９
９ 

８
年
創
立
の
私
立
大
学
で
、
中
国
内

陸
部
陝
西
省
の
省
都
西
安
市
に
位
置

し
て
い
ま
す
。
西
安
市
は
、
現
在
中

国
西
部
最
大
の
都
市
で
、
ま
た
世
界

遺
産
と
し
て
有
名
な
秦
始
皇
帝
陵

（
し
ん
し
こ
う
て
い
り
ょ
う
）
や
兵

馬
俑
坑
（
へ
い
ば
よ
う
こ
う
）
が
近

郊
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

を
始
め
世
界
中
か
ら
の
観
光
客
で
年

中
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。日
本
で
は「
長

安
」
と
し
て
、
か
つ
て
の
奈
良
の
都

平
城
京
造
営
の
原
型
と
さ
れ
た
都
と

い
っ
た
ほ
う
が
馴
染
み
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
日
本
と
ゆ
か
り
の
あ
る
西
安

市
の
高
台
に
位
置
す
る
西
安
思
源

学
院
は
、
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
の
約

12
倍
の
校
地
面
積
を
有
し
、
総
勢

２
万
５
千
人
の
学
生
が
学
ん
で
い
ま

す
。
巨
大
な
学
部
・
研
究
棟
群
や
学

生
全
員
を
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
る

学
生
寮
が
、
緑
豊
か
な
敷
地
に
配
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
生
は
、
技
術
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
等
の
理
工
系
学
部
、
経
済
や
経
営
等

の
社
会
科
学
系
学
部
、
外
国
語
や
教

育
、ス
ポ
ー
ツ
等
の
人
文
系
の
学
部（
総

数
11
学
部
）
で
日
夜
勉
学
に
励
ん
で
い

ま
す
。
同
じ
西
安
市
に
あ
る
、
中
国
政

府
が
定
め
た
理
工
系
重
点
大
学
の
ひ

と
つ
で
あ
る
西
安
交
通
大
学
か
ら
資

金
や
人
材
の
支
援
を
受
け
て
い
る
こ

と
か
ら
、
特
に
理
工
系
に
強
み
を
持
っ

て
い
ま
す
。
国
の
発
展
と
経
済
成
長
を

支
え
る
人
材
を
輩
出
す
べ
く
、
経
済
・

経
営
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
分
野
の
教
育

に
も
豊
富
な
資
源
を
投
入
し
、
新
し

い
学
生
を
多
く
集
め
る
こ
と
に
成
功

し
て
い
ま
す
。

　

西
安
思
源
学
院
の
国
際
交
流
は
、

創
立
以
来
わ
ず
か
10
数
年
の
間
に
、

北
米
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
オ
セ
ア
ニ
ア

諸
国
、
ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
な
ど
世
界

12
カ
国
25
大
学
と
の
国
際
交
流
協
定

締
結
と
い
う
形
で
積
極
的
に
推
進
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
カ
ナ
ダ
の
大

学
と
は
、
初
め
て
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ

リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
双
方
の
大
学

の
学
位
取
得
が
可
能
）
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
て
い
ま
す
。
日
本
の
大
学
と
の

国
際
交
流
協
定
の
締
結
は
本
学
が
初

め
て
で
、
こ
れ
を
機
に
西
安
思
源
学

院
は
、
本
学
の
学
部
や
留
学
生
別
科

へ
学
生
を
派
遣
で
き
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

(

大
阪
国
際
大
学
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー 

課
長
代
理
　
松
岡
　
泰
司)

研
修
（
８
月
20
日
～
９
月
11
日
）］
森

本
怜
奈
▽
兼
井
美
音
（
以
上
国
際
３
）

▽
杉 

美
都
留
▽
金
丸
麻
美
（
以
上
同

２
）▽［
豪
　
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
研
修
（
８
月
20
日
～
９
月
11
日
）］

有
田
真
弓
（
同
３
）
▽
周 

津
（
経
営

情
報
４
）
▽
牧
窪
仁
菜
（
ラ
イ
フ
デ
ザ

イ
ン
１
）
▽
［
カ
ン
ボ
ジ
ア
　
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
研
修

（
８
月
19
日
～
８
月
30
日
）］
吉
村
篤

史
（
国
際
コ
ミ
４
）
▽
市
來
め
ぐ
み
（
幼

児
保
育
１
）
▽
長
尾
充
将
（
国
際
コ
ミ

１
）
▽
［
モ
ン
ゴ
ル
　
日
本
語
教
員

ア
シ
ス
タ
ン
ト
研
修
（
８
月
28
日
～

９
月
17
日
）］
瓦
谷
由
貴
▽
岩
原
知
子

（
以
上
心
理
コ
ミ
４
）

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

部
海
外
研
修
［
韓
（
８
月
21
日
～
８

月
24
日
）］
清
水
佐
紀
▽
藤
田
真
奈
▽

森
脇
む
つ
み
▽
井　

須
惠
美
▽
金　

光

現
（
以
上
国
際
コ
ミ
４
）
▽
橋
口
智
里

▽
藤
野
千
鶴
（
以
上
同
３
）

▽
滝
井
高
校

派
遣
留
学
［
豪
　
ツ
ー
ラ
ッ
ク
・

カ
レ
ッ
ジ
（
４
月
２３
日
～
５
月
２２

日
）］
早
野　

舞
▽
長
尾
彩
未
▽
滝
本

晴
菜
▽
姫
路
知
恵
（
以
上
３
）▽
［
加 

 

ト
リ
リ
ア
ム
レ
ー
ク
ラ
ン
ド
地
方
教

育
委
員
会
（
提
携
公
立
高
校
）（
９
月

８
日
～
10
月
２０
日)]

岡
本
愛
子
▽
土

居
美
憂
（
以
上
２
）

▲学生総数２万５千人。広大なキャンパスには11学部の
研究棟群がある（上）

▲

コンピュータ室風景。中国の発展、経済成長を支える人材育成のため
理工系や経済マネジメント分野などに豊富な資源を投入する（右）

西安思源学院中
国と協定校に

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
“
龍
馬

伝
”
が
完
結
し
ま
し
た
。
終
盤
の
、

明
治
政
府
の
新
国
家
体
制
の
基
本
方

針
と
な
っ
た
“
船
中
八
策
”
を
龍
馬

が
書
き
上
げ
て
い
る
シ
ー
ン
を

見
て
い
ま
し

た
。

　

私
自
身

『
竜
馬
が
い

く
（
司
馬
遼

太
郎
著
）』
を
大
学
在
学
中
に
読

み
印
象
深
く
心
に
と
ど
め
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
は
“
龍
馬
の
志
”
に
あ
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら

す
っ
か
り
フ
ァ
ン
に
な
り
ま
し
た
。

　

紀
伊
國
屋
書
店
は
昭
和
２
年
に
初

代
会
長
田
辺
茂
一
が
創
業
し
ま
し

た
。
特
に
昭
和
４０
年
代
の
ア
メ
リ
カ

進
出
、
国
内
で
は
当
時
の
常
識
を
超

え
た
５
０
０
坪
の
大
規
模
出
店
は
、

大
き
な
志
あ
る
挑
戦
で
し
た
。

　

御
蔭
さ
ま
で
店
舗
は
国
内
６５
店
、

海
外
２４
店　

営
業
所
は
国
内
３０
営
業

所　

海
外
５
営
業
所
を
展
開
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
２
代
目
会
長

松
原
は
“
姿
勢
は
低
く　

志
は
高

く
”
と
熱
く
語
り
ま
す
。

　

今
年
は
“
国
民
読
書
年
”
に
あ
た

り
ま
す
。
平
成
２０
年
の
国
会
決
議
を

う
け
て
の
読
書
推
進
を
国
を
あ
げ
て

進
め
て
い
く
年
に
あ
た
り
ま
す
。
読

書
は
“
時
を
超
え
た
旅
で
あ
る
”
と

思
い
ま
す
。

　

先
日
も
帰
宅
し
て
眠
る
前
に
書
棚

の
前
に
ご
ろ
り
と
横
に
な
っ
て
本
を

見
て
い
ま
し
た
。
背
表
紙
に
あ
る
著

者
や
主
人
公
が
話
か
け
て
く
る
不
思

議
な
時
間
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

２
０
０
８
年
の
文
部
科
学
省
中
央

教
育
審
議
会
の

答
申
は
“
学
士

課
程
教
育
の
質

の
向
上
”
を
強

く
促
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
に

は
“
高
い
教
養

と
専
門
能
力
を
培
う
こ
と
”
を
求
め

て
い
ま
す
。

　
“
継
続
は
力
な
り
”
と
い
う
諺
が
あ

り
ま
す
。
読
書
の
継
続
は
学
力
向
上

を
必
ず
後
押
し
し
ま
す
。
未
来
は
自

分
で
つ
く
る
も
の
で
す
。
書
物
の
森

の
中
へ
探
検
に
で
か
け
ま
し
ょ
う
。

直
　
言

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

「
日
本
語
集
中
コ
ー
ス
」新
設

来
年
度
か
ら 
外
国
人
留
学
生
を
対
象

　

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

は
、
外
国
人
留
学
生
の
日
本
語
能
力

を
高
め
、
就
職
な
ど
日
本
で
の
生
活

を
確
実
に
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
２
０
１
１
年
度
か
ら
、
日
本

語
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
（
集
中
）
コ
ー
ス

を
設
置
す
る
。

　

入
学
し
た
学
生
が
、
授
業
に
対
応

で
き
る
日
本
語
の
力
を
つ
け
て
、
専

門
科
目
の
内
容
を
理
解
し
、
最
終
的

に
は
、
日
本
語
能
力
試
験
で
５
段
階

の
う
ち
最
高
の
Ｎ
１
（
旧
１
級
）
に

合
格
し
、
日
本
で
就
職
で
き
る
力
を

つ
け
る
の
が
ね
ら
い
。
対
象
は
、
同

学
部
の
留
学
生
だ
が
、
人
間
科
学
部

の
留
学
生
も
受
講
で
き
る
。

　

開
講
す
る
科
目
は
、
習
熟
度
か
ら
２

段
階
に
分
け
、
①
読
み
書
き
話
す
聞

く
の
４
技
能
の
習
得
②
日
本
語
文
献

の
読
解
能
力
の
養
成
と
作
文
能
力
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
力
の

修
練
③
卒
業
論
文
の
執
筆
や
ビ
ジ
ネ

ス
日
本
語
の
習
得
―
な
ど
を
目
標
に

す
る
。
日
本
語
の
学
習
は
、
こ
れ
ま

で
と
比
べ
る
と
、
週
５
コ
マ
か
ら
９

コ
マ
と
、
４
コ
マ
増
え
る
。
１
年
コ
ー

ス
と
２
年
コ
ー
ス
に
分
け
、
２
年
コ
ー

ス
は
基
本
的
に
上
級
ク
ラ
ス
で
、
成

績
の
優
秀
な
人
で
構
成
す
る
。

読
書
の
す
す
め

株
式
会
社
紀
伊
國
屋
書
店

専
務
取
締
役

 

中
江
　
正
弘
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今
回
は
、「
て
ん
と
う
虫
の
サ
ン

バ
」
な
ど
の
大
ヒ
ッ
ト
曲
で
親
し
ま

れ
て
い
る
“
チ
ェ
リ
ッ
シ
ュ
”
を
招

い
て
の
コ
ン
サ
ー
ト
。

　

チ
ェ
リ
ッ
シ
ュ
は
、
１
９
６
８
年

に
５
人
グ
ル
ー
プ
と
し
て
活
動
を
開

始
し
、
１
９
７
１
年
に
名
曲
「
な
の

2010年（平成22年）
4／7	 大学<枚方>	 �経営デザイン学科、経済ファイナンス学科、法律政策学

科フレッシュマンキャンプ（8）
4／9	 大学	 公式クラブ情報サイト「OIU Club」オープン
4／9	 大和田高	 �スーパー理数コース新入生オリエンテーション合宿（〜

10）
4／10	 滝井高	 中学生対象「管楽器奏法クリニック」（〜11）
4／11	 滝井高	 大阪府立少年自然の家で新入生の一泊研修を実施（〜12）
4／19	 大学<枚方>	 �権藤俊光さん（経情4）、2010年イタリア選手権ロードレー

スGP125第1戦　3位に入賞
4／23	 大学<守口>	 �FM-HANAKO（82.4MHz）『もりかど探偵団』「行列特集」

で、心理コミュニケーション学科石井滋教授が行列に関
する心理についてコメント

4／27	 大学<枚方>	 �法律政策学科3年次生・法政経学部4年次生を対象にア
フガニスタンやシェラレオネなどにおける国連活動に実
績を持つ奧村礼子氏が特別講演

4／27	 学園	 別役恭子氏、油谷純子氏に名誉教授称号記を授与
4／30	 滝井高	 �春の遠足　1年「北淡震災記念公園」2年「奈良県明日

香村」3年「京都東山」
4／30	 大和田高	 �校外学習　1年「京都」2年「南京町・北野」3年「神戸ハー

ブ園、布引の滝、須磨海浜水族園」
4／30	 大和田中	 �春の遠足　1、2年「琵琶湖博物館」3年「氷室の郷」
4	 大学	 �ヘッドスピン世界記録保持者の大野愛地さん（国際コミ

4）、マッスルミュージカル出演
4	 短大	 海外インターンシップ（カナダ3／1〜20）実施報告
4	 大学<枚方>	 �学生によるスクールバスプロジェクトが長尾駅からのス

クールバス運行を開始
4	 大学<枚方>	 生命保険文化センター職員による実学講座開催（全5回）
5／1	 滝井高	 軽音楽部が新入生歓迎ライブ
5／7	 大学<枚方>	 �FM-HANAKO『もりかど探偵団』「5月7日は「博士の日」

博士について調べよう」に、大学院経営情報学研究科の
井上市郎教授と同研究科経営情報学専攻博士後期課程2
年の黄婕さんが出演

5／4	 大学<枚方>	「スマイルプロジェクト」苗作りに取り組む
5／5	 滝井高	 �黒鷲旗全日本男女選抜バレーボール大会で宮下遥選手

（1）が若鷲賞受賞
5／12	 幼稚園	 劇団「クラルテ」による人形劇を鑑賞（写真）

5／15	 大和田中高	 PTA総会
5／15	 大学<枚方>	 �情報デザイン学科フレッシュマンキャンプ
5／23	 短大	 �ライフデザイン総合学科『セミナーⅡ』（担当　久保由加

里講師）で神戸空港研修を実施
5／23	 滝井高	 �宮下遥選手、テレビ朝日『速報！スポーツLIVE』に出演
5／27	 短大	 �卒業生の久保由美さん（1985年短大卒）、自閉症患者のコ

ミュニケーションソフト「Voice4u」を開発で日本テレビ
『NEWS ZERO』に登場

5／28	 大学<枚方>	 地方自治体職員によるリレー講座開催
5	 大学<守口>	 �国際コミュニケーション学部　宇山博教授、韓国　慶尚

北道　浦項市日本人政策諮問委員に就任
6／3	 大学<枚方>	 韓国・三一商業高校が訪問
6／6	 大学<枚方>	 スマイルプロジェクトが地元で田植え（〜7）
6／6	 滝井高	 撫子会（同窓会）総会
6／6	 滝井高	 NHK杯全国高校放送コンテストへ初出場
6／8	 大学<枚方>	 �経済ファイナンス学科　三井住友銀行による寄附講座開

催（22、7／6）
6／8	 大学<守口>	 �歌手でマラソンランナーの高石ともや氏招き心理コミュ

ニケーション学科講演会
6／8	 大学<守口>	 猿まわし師招き「エンターテイメント論」
6／10	 大学<枚方>	 �経済ファイナンス学科「保険年金」で日本損害保険協会

による実学講座開催（17、24）
6／10	 大学<守口>･短大	 �アフリカ南部の黒人音楽家を支えるジャナグルアートセ

ンターの高橋朋子さんを招いて人権講演会(写真）

6／11	 大学・短大	 �FM-HANAKO（82.4MHz）『もりかど探偵団』「ワー
ルドカップ」特集に、ビジネス学部経営デザイン学
科 Stephen Hattingh准教授と女子サッカー部らが出演

6／12	 大学<枚方>	「ボランティア活動」第一回事前研修会
6／15	 大学<枚方>	 NSCお笑いライブ開催
6／15	 大学<守口>	 �心理コミュニケーション学科「エンターテイメント論」

で和泉修客員教授が講演
6／15	 滝井高	 「総合的な学習の時間」で学習成果を発表
6／16	 大学<守口>	 �国際コミュニケーション学部　杉原和雄教授がNHK奈良

放送局『ならナビ』の「御所市巨勢山古墳群のゴルフ場
工事による損壊追跡」に出演

6／19	 大和田高	 フォークソング部ライブ
6／24	 大学<枚方>	 �法律政策学科　依田博嘱託教授が京都新聞で「選挙戦の

展望・争点」(6／24)「不況下の久御山町政の課題」(6
／26）語る

6／29	 大学<枚方>	 ニンテンドーDSによる就活支援、日経産業新聞に掲載
6／29	 滝井高	 アメリカの高校より生徒が来校
6	 大和田高	 野球部が創部〜全国高校野球選手権大阪大会に出場
6	 大学	 �台湾の協定校　立德大学の学報『立德簡訊』1面に本学

との調印、倉田三郎学長訪問の記事が掲載
6	 大学<守口>	 �卒業生の佐々木唯さん、『エンゼル堺2010』に選ばれ活躍

中
7／1	 短大	 �幼児保育学科「保育内容の研究　幼児の健康」の学生が

パクパク人形の発表会（5，6）
7／1	 大学・短大	『留学生新聞』国際交流センターが創刊
7／2	 大学<守口>	 �心理コミュニケーション学科1年次生の神田佐智江さ

ん、朝日新聞の「声Voice」に投稿が掲載
7／3	 滝井高	 コース別保護者懇談会
7／5	 大学<守口>	 �卒業生の倭明美さん（家政科1980年卒）が写真展「どう

ぶつえん　Part 2」を開催（〜30）
7／5	 滝井高	 �オーストラリアからの留学生フェアウェルパーティ
7／8	 大学<枚方>	 �ビジネス学部　宮内俊男客員教授（株式会社ミウラ代表

取締役）による講演会
7／10	 短大	 �ライフデザイン総合学科『地域と観光演習』（担当　富本

一幸非常勤講師）でフィールドワーク「守口・門真探検
隊」を実施

7／12	 大学<守口>	 夏期日本語研修プログラム実施（〜23）
7／12	 滝井高	 国際科・カナダ語学研修（〜16）
7／13	 大学<枚方>	 和泉修客員教授による特別講義開催
7／13	 学園	 �教職員表彰、大和田中学バレーボール部　木村正章顧問

（監督）、平田真澄コーチと幼稚園の赤木俊夫幼稚園バス
運転手兼校務員を表彰

7／14	 大学・短大	 �「Voice4u」開発の卒業生・久保由美さん招きビジネス学

部・現代社会学部卒業生講演会を開催（〜15）
7／15	 大学<守口>	 �FMひ ら か た77.9MHzの 番 組『Suzanka's Afternoon 

Tea』に留学生別科生のエスラ・ドゥバルさん出演中
（22、29、8／12、19）

7／15	 滝井高	 茶道部がお茶会開催（〜16）
7／16	 滝井高	 �FM-HANAKO（82.4MHz）『もりかど探偵団』「がんばれ！

ティーンエイジャー☆」特集にフェンシング部が出演
7／17	 大学<枚方>	 �有名スペイン人コーチ・ジョアンサルバンス氏による

サッカークリニックをオープンキャンパスで開催
7／17	 大学<枚方>	 �卒業生の孟方(モンファン)さん、『外国にルーツを持つ

子どもの権利を考える学習会』で講演
7／19	 大和田中･滝井高	�全日本代表に選ばれた宮下遥さんがFNNスーパーニュー

スアンカー（関西テレビ放送）に登場
7／20	 滝井高	 �サラ・ディクソンさん(アメリカ人留学生)フェアウェ

ル・セレモニー
7／22	 大学<枚方>	 �大学院総合社会科学研究科　国際政経専攻経済コース修

士論文中間報告会を実施
7／24	 大和田高	 大塚国際美術館見学会
7／25	 大学・短大	 体育会主催の新入生歓迎会・五月祭
7／26	 大学<枚方>	 �キャンパスライフクリエイター主催　AED講習会開催
7	 大学<枚方>	 �留学生の王培宇さん（大学院経営情報学研究科2）、関西

生産性本部機関誌『KPCNEWS』7・8月号に掲載
7	 大学<枚方>	 �ニンテンドーDSを使った就職支援プログラム、『サンデー

毎日』で紹介
7	 大学<守口>･短大	体育会が清掃活動
8／1	 滝井高	 第1回ソフトボール部クラブ体験を実施
8／21	 大学・短大	 �合唱部、守口老人保健施設ラガールでひまわりコンサー

ト
8／26	 滝井高	 軽音楽部が門真市の保育園を訪問し演奏会（写真）

8／28	 大和田中･高	山口絵理子氏による人権教育講演会
8	 大学・短大	 �ソフトボール部から日本代表入り決定　林仁美さん（ス

ポーツ行動4）が第3回世界女子大学ソフトボール選手権
大会に出場する女子大学日本代表選手の17名に選出。久
保田豊司顧問も女子大学日本代表コーチに就任

８	 大学<枚方＞	 �現代社会学部情報デザイン学科「エンターテイメント
産業論」でゲーム開発者向けカンファレンス「ＣＥＤＥＣ
2010」を見学

8	 大学<守口>	 �森陽（ひなた）さん（スポーツ行動1）、女子ラグビー日
本代表候補としてリオ五輪めざし活躍中

8	 短大	 �卒業生の深代里子さん（短大英文科1968年卒）、わが国最
大規模のアマチュア美術展『サロン・デ・ボザール展』
で入選

9／1	 大学<枚方>	 �法律政策学科の安保克也ゼミ生がアサヒビール吹田工場
で企業研究と大阪地方裁判所を見学

9／2	 大学<守口>	 �スポーツ行動学科　井上芳光教授がNHK『クローズアッ
プ現代』「“新たな災害”熱中症の脅威」でコメント

9／4	 大学<枚方>	 法律政策学科生が国会議事堂を見学
9／10	 大学<枚方>	 国会議員・行政書士事務所のインターンシップ開始
9／10	 大学	 留学生別科2010年度後期入学式
9／13	 大学<枚方>	 �情報デザイン学科リフレッシュキャンプで、コース毎に

“ものづくり”（写真）（〜14）

9／16	 短大	 �ライフデザイン総合学科『セミナー II』（担当　久保由加
里講師）にて日本文化理解のためのフィールドワークを
実施

9／21	 大和田中･高	 �交通安全キャンペーンで、パナソニックバレーボールチー
ムよりサインバレーボール「目指せ交通安全アタックV」
が授与（写真）

9／22	 大学<枚方>	 �卒業生で小説家の椙本孝思さん（経営情報2000年卒）、角
川書店のキャラクター小説誌『ノベルアクト』創刊号に
執筆

9／28	 大学<枚方>	 �経済ファイナンス学科　野村証券(株)による金融教育講
座開講（全12回）

9／28	 大和田高	 高2学年大学模擬授業
9／30	 大学・短大	 �「交通死亡事故死ゼロを目指す日」の広報啓発キャンペー

ンで体育会の学生20人が守口警察署に協力
10／2	 大学<枚方>	 �法律政策学科　谷口真由美講師、『日本女性会議2010きょ

うと』パネルディスカッションのコーディネーターに抜
擢、京都新聞に登場

10／2	 大学<枚方>	 インターンシップ事後研修
10／4	 学園	 理事・監事・評議員の授業見学を実施（5、6、8）
10／5	 大学・短大	 �倉田三郎学長、松山市議会水資源対策特別委員会の勉強

会に専門家として招かれる〜愛媛新聞に記事掲載
10／6	 大学<守口>	 �人間健康科学科　殿谷成子准教授ゼミ・伊藤知子教授ゼ

ミが守口保健所と協同でHIV予防啓発プログラムを実施
（13）

10／6	 滝井高	 国際科1・2年生による第1回英語スピーチコンテスト
10/9	 大学<枚方>	 スマイルプロジェクトが稲刈り（11、16、17）
10／9	 大和田中	 中学校体験学習会
10/10	 大学<枚方>	 �スマイルプロジェクト、「ふとん太鼓巡行」の御神輿担ぎ

に参加
10／10	 大学<守口>	 �ヘッドスピン世界記録保持者の大野愛地さん、フジテレ

ビ秋の特番『チョイスリー』に出演
10/11	 大和田中･高	ブラスバンド部、ラブリーフェスタ’10に出演
10/19	 滝井高	 �「第1回 全校読書感想文コンクール」各学年最優秀者を

表彰
10／22	 短大	 �ライフデザイン総合学科　水野勝政教授に短期大学教育

功労者表彰
10／23	 大学<守口>	 �守口市立北部公民館風呂敷講座講師に高橋尚美非常勤講

師
10	 大学<枚方>	 �卒業生・椙本孝思さんの小説『THE QUIZ』が第4回

啓文堂書店おすすめ文庫大賞　最終候補作フェアにノミ
ネート

11／6	 滝井高	 中学生対象「国際科1日体験入学」を実施
11／20	 滝井高	 �中学生対象「管楽器奏法クリニック（公開指導会）」を開

催（〜21）
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～
』
と
題
し
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
化

す
る
ア
ジ
ア
と
日
本
の
関
わ
り
を
ビ

ジ
ネ
ス
、
特
に
食
品
業
界
に
焦
点
を
あ

て
て
、
各
方
面
か
ら
論
じ
合
っ
た
。

　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
大
阪
の

会
場
は
、
約
６
０
０
人
の
一
般
市

民
、
企
業
関
係
者
ら
で
満
席
と
な

り
、
熱
気
に
包
ま
れ
る
中
、
リ
レ
ー

講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
た
。

　

リ
レ
ー
講
演
で
は
、
白
ハ
ト
食

品
工
業
株
式
会
社 

代
表
取
締
役

社
長 

永
尾
俊
一
氏
が
「
上
海
万

博 

た
こ
焼
き
奮
戦
記
」、
サ
ン
ト

リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会

社 

経
営
管
理
本
部 

部
長 

瀧
井
泰

氏
が
「
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
と
サ
ン
ト

リ
ー
」
と
題
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
海

外
事
業
展
開
に
つ
い
て
紹
介
。

　

続
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
両
氏
に
加
え
経
済
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
で
経
済
政
策
シ
ン
ク
タ
ン

ク
ハ
ー
ベ
イ
ロ
ー
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
副

代
表
の
内
田
裕
子
氏
と
本
学
学
長
補

佐
の
北
川
俊
光
大
学
院
教
授
が
参

加
。
司
会
進
行
に
は
千
葉
商
科
大
学

大
学
院
教
授
で
東
京
大
学
政
策
ビ

ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
宮
崎
緑
氏
を
迎
え
た
。
永

尾
・
瀧
井
両
氏
の
紹
介
す
る
展
開
例

に
対
し
、
内
田
氏
は
中
国
ビ
ジ
ネ
ス

の
成
功
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
述
べ
、

北
川
学
長
補
佐
は
法
務
、
国
際
商
取

引
の
視
点
か
ら
、
会
社
利
益
を
あ
げ

る
た
め
の
経
理
の
重
要
性
に
つ
い
て

指
摘
す
る
な
ど
、
白
熱
し
た
議
論
が

展
開
さ
れ
た
。

白
熱
し
た
意
見
交
換
で
、
会
場
は
熱
気
に
包
ま

れ
た
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「
ビ
ジ
ネ
ス 

学
び
の

こ
と
は
じ
め
」

(

ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版)

１
９
０
０
円
＋
税

　

本
書
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
の
２
年

次
全
ゼ
ミ
共
通
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

初
年
次
ゼ
ミ
科
目
の
テ
キ
ス
ト
は
、

枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
共
通
テ
キ
ス
ト
で

あ
る「
大
学 

学
び
の
こ
と
は
じ
め
」

を
は
じ
め
、
多
数
出
版
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
２
年
次
ゼ
ミ

の
学
部
共
通
テ
キ
ス
ト
の
例
は
聞
い

た
こ
と
が
な
く
、
大
学
教
育
に
お
け

る
先
進
的
な
取
組
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
単
に
テ
キ
ス
ト
を
共

通
に
す
れ
ば
教
育
効
果
が
得
ら
れ
る

と
い
う
わ

け
で
は
な

い
。
肝
心

な
の
は
テ

キ
ス
ト
の

中
味
で
あ

る
。
よ
い

共
通
テ
キ

ス
ト
は
、

学
部
学
生

基
盤
能
力

を
定
義

し
、
学
士

力
の
育
成
に
直
結
す
る
。
そ
の
意
味

で
、
本
書
は
、
昨
今
の
大
学
生
の
現

状
を
的
確
に
把
握
し
、
章
立
て
や
難

易
度
の
設
定
が
こ
れ
以
上
な
い
ほ
ど

適
切
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
章
立
て
で
あ
る
が
、
全
体

は
基
礎
編
、ビ
ジ
ネ
ス
思
考
、調
査
・

分
析
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
３

部
に
分
か
れ
て
い
る
。
基
礎
編
は
、

家
計
と
の
比
較
を
し
な
が
ら
ビ
ジ
ネ

ス
の
基
礎
知
識
と
な
る
株
式
と
利
益

計
算
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
ビ

ジ
ネ
ス
思
考
編
で
は
、
経
済
、
経
営

◆
新
刊

国
際
大
・
短
大

○
『
大
学
生
の
基
礎
教
養
』
経
営
デ
ザ
イ

ン
准
教
授　

日
野
隆
生　

共
著　

一
灯
館

○
『
最
新
・
情
報
処
理
の
基
礎
知
識

−

Ｉ

Ｔ
時
代
の
パ
ス
ポ
ー
ト

−

』
経
済
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
教
授　

古
殿
幸
雄　

編
著
▽
情
報

デ
ザ
イ
ン
教
授　

稲
泉
綾
二
▽
経
済
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
教
授　

植
松
康
祐
▽
情
報
デ
ザ

イ
ン
教
授　

岡
本
容
典
▽
同
准
教
授　

下

條
善
史
▽
同
准
教
授　

矢
島　

彰
▽
同
准

教
授　

石
川
高
行
▽
国
際
関
係
研
究
所
研

究
協
力
員　

小
谷
直
也
▽
情
報
シ
ス
テ
ム

室
職
員　

中
村
俊
輔　

共
著　

サ
イ
エ
ン

ス
社

○
『
不
正
競
争
防
止
法
の
実
務
』
法
律
政

策
准
教
授　

安
保
克
也　

共
著　

三
協
法

規
出
版

○
『
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
法
学
実
践
教
室
Ⅱ
《
憲

法
》』
法
律
政
策
准
教
授　

安
保
克
也　

共

著　

成
文
堂

○
『
や
さ
し
く
ま
な
ぶ
行
政
書
士
の
教
科

書
』
法
律
政
策
准
教
授　

安
保
克
也　

共

編　

オ
ー
ム
社

○
『
保
育
・
教
育
に
生
き
る
臨
床
心
理
学
』

心
理
コ
ミ　

准
教
授　

青
野
明
子　

共

著 

光
生
館

○
『
ス
ポ
ー
ツ
産
業
論
第
４
版
』
経
営
デ

ザ
イ
ン
教
授　

世
戸
俊
男　

共
著　

杏
林

書
院

○
『
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

−

Ｉ
Ｃ
Ｔ
時

代
の
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

−

』

経
営
デ
ザ
イ
ン
教
授　

石
井
康
夫　

共

著 

中
央
経
済
社

○
『
証
券
市
場
の
基
礎
知
識
』
経
済
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
准
教
授　

外
島
健
嗣　

共

著 

晃
洋
書
房

○
『
社
会
学
事
典
』
経
営
デ
ザ
イ
ン
教

授 

三
木　

英
▽
心
理
コ
ミ
講
師　

有

田 

亘　

共
著　

丸
善

○
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
社
会
学
入
門
』

心
理
コ
ミ
講
師　

有
田　

亘　

共
著　

世

界
思
想
社

○
『
政
治
思
想
の
源
流

−

ヘ
レ
ニ
ズ
ム
と

ヘ
ブ
ラ
イ
ズ
ム
』
法
律
政
策
教
授 

古
賀

敬
太　

著　

風
行
社

○
『
最
新
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
最
強
の
ト
リ

セ
ツ
』
国
際
コ
ミ
教
授　

宮
㟢
哲
也　

共

著　

秀
和
シ
ス
テ
ム

○
『
最
新
「
消
費
行
動
」
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
が
よ
ー
く
わ
か
る
本
』
国
際
コ
ミ
教

授 

宮
㟢
哲
也　

著　

秀
和
シ
ス
テ
ム

○
『
国
際
的
消
費
者
行
動
論
』
国
際
コ
ミ

教
授　

宮
㟢
哲
也　

共
訳　

九
州
大
学
出

版
会

○
『
Ｃ
Ｆ
Ｄ
投
資
成
功
の
秘
訣
が
よ
ー
く

わ
か
る
本
』
国
際
コ
ミ
教
授　

宮
㟢
哲

也 

著　

秀
和
シ
ス
テ
ム

○
『
現
代
会
計
学
入
門
』
学
長 

倉
田
三
郎 

 

編
著
▽
経
済
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
教
授 

高
橋

泰
代　

共
著　

同
文
館
出
版

○
『
万
人
の
た
め
の
点
字
力
入
門:

さ
わ

る
文
字
か
ら
、
さ
わ
る
文
化
へ
』
心
理
コ

ミ
准
教
授　

亀
井
伸
孝　

共
著　

生
活
書

院○
『
途
上
国
障
害
者
の
貧
困
削
減:

か
れ

ら
は
ど
う
生
計
を
営
ん
で
い
る
の
か
』
心

理
コ
ミ
准
教
授　

亀
井
伸
孝　

共
著　

岩

波
書
店

○
『
水
墨
画
Ⅱ
』
国
際
コ
ミ
講
師 

村
田
隆

志 

共
著 

美
術
年
鑑
社

滝
井
高
校

○
『The　

三
題
話
』
滝
井
高
校
職

員 

橋
本
喬
木
（
光
央
）
著　

信
光
印
刷

株
式
会
社
出
版
部

と
い
っ
た
専
門
分
野
に
つ
い
て
、
そ

の
入
口
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
調

査
・
分
析
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

で
は
情
報
発
信
術
を
学
ぶ
。
全
体
を

通
じ
て
、
専
門
分
野
の
基
礎
知
識
が

重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

で
あ
る
が
、
履
歴
書
や
自
己
紹
介
書

の
作
成
と
い
っ
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
も

重
視
さ
れ
て
お
り
、
学
ん
だ
こ
と
を

自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
と
有
機
的
に
結
び

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
構
成
に
な
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
練
習
問
題
の
多
く
が
記
述

式
で
あ
り
、
簡
単
に
見
え
な
が
ら
奥

が
深
い
。
学
生
は
取
り
組
み
や
す
い

と
思
う
と
同
時
に
、
多
く
の
こ
と
に

気
づ
か
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
学
生
が

苦
手
と
し
て
い
る
数
学
の
話
題
が
随

所
で
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
周
辺
領

域
の
話
題
を
扱
う
コ
ラ
ム
、
留
学
生

へ
の
配
慮
で
あ
る
ふ
り
が
な
、
全

ペ
ー
ジ
が
切
り
離
し
て
提
出
で
き
る

ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
機
能
、
指
導
者
用
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
存
在
な
ど
も
、
大
き

な
特
徴
で
あ
る
。

　

今
後
は
同
コ
ン
セ
プ
ト
の
テ
キ
ス

ト
が
多
数
出
版
さ
れ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
が
、
そ
の
先
駆
け
と
な
る
テ

キ
ス
ト
で
あ
る
。

(

大
阪
国
際
大
学
現
代
社
会
学
部

　

情
報
デ
ザ
イ
ン
学
科　

准
教
授　

矢
島　

彰)

▼
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
　
経
営
デ
ザ
イ
ン

学
科　

石
倉
賢
介
▽
張　

モ
イ
（
以

上
２
）▽
西　

隼
人
▽
劉　

静
▽（
以

上
３
）

▼
同
　
経
済
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
学
科 
塩

崎
逸
平
▽
成　

龍
（
以
上
２
）
▽
沖

大
学･

短
大 
学
業
優
秀
者
表
彰

（敬称略）

｢ひと･まち･であう｣プロジェクト
子
供･

高
齢
者
と
の
交
り
／
祭
り
運
営
／
町
づ
く
り
提
言

　

１０
月
後
半
の
土
曜
の
午
後
、
枚
方
市
の
菅
原
東
小
学
校
で
、
国
際
大
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
が
、
小
学
生
と
い
っ
し
ょ
に

ア
ク
ア
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
水
上
歩
行
に
挑
戦
し
た
。
枚
方
市
が
進
め
て
い
る
地
域
の
大
人
と
小
学
生
が
遊
び
や
体
験
を
通
し
て

「
生
き
る
力
」
を
育
も
う
と
す
る
「
ふ
れ
愛
・
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
」
の
一
コ
マ
で
、国
際
大
の
学
生
が
ひ
と
役
を
か
っ
て
い
る
。

菅原東校区の市民体育祭で「ちびっこ集まれ」の運営を
手伝う学生たち

学生たちのサポートで、小学生たちがアクアボールによ
る水上歩行を楽しんだ

喜
ば
れ
た
事
に
や
り
が
い

法
律
政
策
学
科

田
中
ゼ
ミ
１０
人 

問
題
解
決
の
力
養
う

高校生 

地
域
交
流
２
題 

大学生

歩
道
に
遮
熱
性
塗
装

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
と
周
辺
美
化

地
元
の
方
々
と
協
力

滝井高
暑
い
さ
中
、
地
元
の
方
々
と
一
緒
に
塗
装
を
行

う
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
員
ら

ビ
ジ
ネ
ス
学
部
・
経
営
情
報
学
部

現
代
社
会
学
部
・
法
政
経
学
部

人
間
科
学
部
・
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

短
期
大
学
部

　

こ
れ
は
、
現
代
社
会
学
部
法
律
政
策
学
科
の
田

中
優
ゼ
ミ
の
学
生
１０
人
が
中
心
に
な
っ
て
、
ま
ち

の
課
題
を
考
え
る
「
ひ
と
・
ま
ち
・
で
あ
う
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

大
学
が
立
地
す
る
菅
原
東
小
学
校
校
区
で
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
す

が
は
ら
ひ
が
し
」
と
連
携
し
、
高
齢

化
や
子
育
て
、
防
犯
な
ど
の
問
題
を

考
え
る
と
い
う
試
み
で
、
６
月
に
ス

タ
ー
ト
し
た
。

　

田
中
講
師
は
、
学
生
が
問
題
解
決

能
力
を
つ
け
る
た
め
に
は
、「
机
上

で
は
な
く
生
き
た
課
題
を
取
り
上
げ

て
、
自
分
ら
の
頭
で
考
え
、
汗
を
か

く
こ
と
が
必
要
」
と
考
え
、「
す
が

は
ら
ひ
が
し
」
に
連
携
を
求
め
た
。

「
老
齢
化
が
進
む
地
域
に
と
っ
て
、

若
い
人
の
ア
イ
デ
ア
と
行
動
力
が
必

要
」
と
両
者
の
め
ざ
す
と
こ
ろ
が
一

致
し
た
。

　

学
生
ら
は
、
７
月
に
地
元
の
神
社

で
行
わ
れ
た
「
菅
原
東
校
区
夏
祭

り
」
に
参
加
し
た
の
を
は
じ
め
、
８

月
に
は
、
菅
原
東
小
学
校
で
開
か
れ

た
竹
内
脩
枚
方
市
長
と
の
「
市
民
と

市
長
と
の
対
話
集
会
」
に
参
加
、
独

居
老
人
の
昼
食
の
現
状
や
災
害
物
資

の
備
蓄
、
防
犯
体
制
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
。

　

ま
た
、
枚
方
ま
つ
り
の
運
営
に
も

参
加
し
た
。
９
月
に
は
、
杉
中
学
で

開
か
れ
た
「
ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
で
は
、
お
化
け
屋
敷
の
運
営
を

担
当
し
、子
ど
も
た
ち
を
喜
ば
せ
た
。

北
海
道
登
別
市
で
８
大
学
が
参
加
し

て
９
月
に
開
か
れ
た
「
全
国
大
学
政

策
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
登
別
」
に
も
出

か
け
、
日
ご
ろ
の
活
動
や
研
究
成
果

を
も
と
に
、
登
別
市
へ
「
大
学
生
と

地
域
住
民
に
よ
る『
小
さ
な
自
治
』」

に
つ
い
て
提
言
し
た
。

　
「
ひ
と
・
ま
ち
・
で
あ
う
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
枚
方
で
の
取
り
組
み

の
ほ
か
、
京
都
府
南
山
城
村
の
農
村

地
域
で
の
活
動
も
あ
る
。
去
年
９
月

に
は
、「
南
山
城
村
ま
ち
づ
く
り
・

政
策
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
で
、
廃

校
舎
の
利
用
・
活
用
方
法
や
観
光
客

誘
致
方
策
な
ど
を
提
言
。
今
年
も
８

月
に
「
ひ
と
・
ま
ち
・
で
あ
う
」
の

メ
ン
バ
ー
８
人
が
、
村
の
家
庭
で
民

泊
し
、
茶
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
米
の

生
産
の
手
伝
い
を
し
た
。
１０
月
の
学

園
祭
「
灯
華
祭
」
で
は
南
山
城
村
の

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
、
地
元
の
人
が
特

産
の
し
い
た
け
を
使
っ
た
「
し
い
た

ま
焼
き
」
の
模
擬
店
を
出
し
た
。

　

リ
ー
ダ
ー
で
４
回
生
の
小
竹
森
晃

さ
ん(

２４)

は
、「
学
生
に
期
待
し
て
な

い
、
と
い
う
人
も
い
る
が
、
多
く
の

人
に
期
待
さ
れ
、
喜
ば
れ
て
い
る
の

で
、
や
り
が
い
が
あ
る
。
次
に
ど
ん

な
企
画
を
す
る
か
考
え
る
だ
け
で
、

楽
し
く
て
し
か
た
な
い
」
と
パ
ソ
コ

ン
を
小
脇
に
抱
え
て
走
り
回
っ
て
い

る
。
指
導
の
田
中
講
師
は
「
学
生
が

積
極
的
に
な
り
、
自
信
を
持
っ
て
行

動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
実
の
問

題
に
直
面
し
、
ど
う
解
決
す
る
か
を

考
え
る
力
は
、
社
会
に
出
て
必
ず
役

立
つ
だ
ろ
う
」
と
期
待
し
て
い
る
。

　

８
月
30
日
と
31
日
、
滝
井
高
校
の

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
員
と
地
元
老
人
会

「
馬
場
２
ぴ
よ
ぴ
よ
ク
ラ
ブ
」
の
方

が
、
高
校
西
側
の
歩
道
約
80
㍍
に
、

地
表
面
の
日
射
熱
吸
収
を
抑
制
し

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
効
果
が
あ

る
遮
熱
性
塗
料
の
塗
装
を
行
っ
た
。

　

大
阪
府
が
推
進
し
て
い
る
『
ア
ド

プ
ト
・
ロ
ー
ド
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
と

い
う
「
行
政
と
住
民
が
一
緒
に
な
っ

て
美
し
い
環
境
を
つ
く
る
計
画
」
の

一
環
で
、
府
枚
方
土
木
事
務
所
が
主

催
し
た
。

　

塗
装
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部
員
ら
が
考
え
、
明
る
い
ブ
ル
ー
と

白
の
塗
料
で
模
様
が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
。

　

地
表
温
度
を
９
度
も
下
げ
る
効
果

が
あ
る
と
い
う
、
遮
熱
性
カ
ラ
ー
塗

装
を
地
域
と
連
携
し
て
本
格
的
に
行

う
こ
と
は
、
府
枚
方
土
木
事
務
所
と

し
て
は
初
め
て
の
試
み
。
後
日
報
告

に
守
口
市
役
所
を
訪
れ
た
部
員
た
ち

に
、
西
口
勇
市
長
と
藤
川
博
史
教
育

長
か
ら
「
皆
さ
ん
の
協
力
で
美
し
い

カ
ラ
ー
塗
装
の
歩
道
が
出
来
ま
し

た
。
今
後
は
他
の
守
口
の
学
校
で
も

実
施
し
て
い
き
た
い
」
と
ね
ぎ
ら
い

の
言
葉
が
か
け
ら
れ
、
枚
方
土
木
事

務
所
か
ら
は
、
感
謝
状
と
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
員
全
員
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ

シ
ャ
ツ
が
贈
ら
れ
た
。

野
良
和
▽
髙
田
裕
和
（
以
上
３
）

▼
現
代
社
会
学
部
　
情
報
デ
ザ
イ
ン

学
科　

主
藤
兼
典
▽
須
山
優
子
（
以

上
２
）
▽
岡
本
翔
平
▽
竹
田
麻
理
愛

（
以
上
３
）

▼
同
　
法
律
政
策
学
科　

辻
谷
浩
基

▽
吉
村
美
香
（
以
上
２
）
▽
小
田
哲

也
▽
藤
田
博
和
（
以
上
３
）

▼
経
営
情
報
学
部　

東　

清
隆
▽
髙

尾
祐
輔
▽
付　

翠
紅
▽
松
本
朋
宏
▽

朱 

（
以
上
４
）

▼
法
政
経
学
部　

佐
藤
大
輔
▽
谷
田

　

翔
▽
村
田
忠
繁
▽
橋
本
侑
子
（
以

上
４
）

▼
人
間
科
学
部
　
心
理
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科　

藤
田
将
毅
▽
古

川
明
恵
（
以
上
２
）
▽
中
川
貴
文
▽

山
口 

綾
（
以
上
３
）
▽
麻
野
里
美

▽
鳥
尾
信
子
▽
福
元
理
沙︵
以
上
４
）

▼
同
　
人
間
健
康
科
学
科　

伊
藤
早

耶
香
▽
村
井　

恵
（
以
上
２
）
▽
安

藤
陽
香
▽
木
下
友
梨
（
以
上
３
）
▽

岡
田
幸
穂
▽
三
宅
綾
乃
（
以
上
４
）

▼
同
　
ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科　

寺
村

侑
子
▽
宮
川
し
お
り
（
以
上
２
）
▽

高
田
侑
季
▽
戸
谷
真
理
子
（
以
上

３
）
▽
大
場
美
沙
▽
竹
内
千
尋
（
以

上
４
）

▼
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

　
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

科 

川
﨑
梨
江
▽
吳　

岳
峰
▽
矢
嶋

隆
弥
（
以
上
２
）
▽
兼
井
美
音
▽
髙

橋
沙
記
▽
橋
本
恵
里
奈
（
以
上
３
）

馬　

莉
鑫
▽
水
田
翔
子
▽
金　

蕙
園

（
以
上
４
）

▼
短
大
　
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学

科　

小
田
原　

望
▽
中
川
佳
映
▽
髙

橋
明
子
▽
西
平
朋
世
（
以
上
２
）

▼
同
　
幼
児
保
育
学
科　

金
田
里
希

子
▽
藤
田
真
衣
▽
松
井
沙
樹
（
以
上

２
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ビジネス学部教授　佐藤智明
	 同　　准教授　田窪美葉
	 同　　准教授　外島健嗣
	 同　　准教授　志馬祥紀

共編著
ビジネス学部教授　松田孝一

	 同　　　教授　井上市郎
	 同　　　教授　畠山利一
	 同　　　教授　堀　　要
	 同　　　教授　高橋泰代
	 同　　准教授　塩谷雅弘
現代社会学部准教授　中山実郎

共著
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幼
稚
園
絵
画
表
彰�

(

敬
称
略)

第
47
回
大
阪
府
︿
歯
の
保
健
﹀

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

︿
大
阪
府
教
育
委
員
会
賞
﹀
あ
や
め

組 

久
保
田
真
由

︿
入
選
﹀
同　

河
合
み
ゆ

資
格
取
得
者
（
敬
称
略
）

平
成
22
年
度
前
半

(

＊
は
大
学
・
短
大
表
彰
規
程
記
載
資
格)

◆
国
際
大

＊
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
７
３
０
点
以
上

(

Ｉ
Ｐ
含
む)

情
報
デ
ザ
イ
ン
３
＝RID

W
A

N
 

A
CH

Y
A

R

▽
国
際
コ
ミ
４
＝
東
方

満
晴
▽
横
山
精
二
▽
松
井　

遥

＊
同
６
５
０
点
以
上(

Ｉ
Ｐ
含
む)

国
際
コ
ミ
４
＝
清
水
佐
紀

＊
同
５
０
０
点
以
上(

Ｉ
Ｐ
含
む)

法
政
経
４
＝
山
田
朋
彦
▽
国
際
コ
ミ

４
＝
前
田
結
花

＊
英
検
２
級

国
際
コ
ミ
４
＝
清
水
佐
紀
▽
同
３
＝

兼
井
美
音
▽
山
本
由
香

＊
中
国
語
検
定
２
級

国
際
コ
ミ
２
＝
余
藤　

満

＊
ビ
ジ
ネ
ス
著
作
権
検
定
初
級

経
営
情
報
４
＝
吉
田
真
輔
▽
情
報
デ

ザ
イ
ン
３
＝
竹
田
麻
理
愛
▽
山
口
沙

織＊
日
本
語
能
力
試
験
１
級

経
営
情
報
４
＝
邵　

イ
ク
▽
同
３
＝

談　

金
凱
▽
法
政
経
４
＝
徐　

斌

＊
日
商
簿
記
検
定
試
験
２
級

経
済
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
３
＝
上
方　

力

▽
西
村　

航

＊
販
売
士
検
定
２
級

経
営
デ
ザ
イ
ン
３
＝
安
威
友
紀
子
▽

陳 

楠
▽
同
２
＝
津
川
知
之

＊
Ｃ
Ｇ
ク
リ
エ
イ
タ
ー
検
定

デ
ィ
ジ
タ
ル
映
像
部
門
ベ
ー

シ
ッ
ク

情
報
デ
ザ
イ
ン
３
＝
徳
田
貴
士
▽
藤

本
涼
平

＊
パ
ソ
コ
ン
検
定
準
２
級

情
報
デ
ザ
イ
ン
３
＝
張　

凌
閣
▽
福

本
舜
也

＊
同
３
級

情
報
デ
ザ
イ
ン
３
＝
竹
田
麻
理
愛

＊
法
学
検
定
試
験
４
級

法
律
政
策
２
＝
植
田
祐
二

＊
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
検
定
２
級

経
済
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
３
＝
上
方　

力

＊
秘
書
技
能
検
定
準1

級

経
済
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
３
＝
北
田
雄
一

◆
短
大

＊
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
５
０
０
点
以
上

(

Ｉ
Ｐ
含
む)

　

11
月
８
日
か
ら
大
学
枚
方
キ
ャ
ン

パ
ス
と
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
間
の
学
園

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
、
単
位
互
換
を
利

用
し
た
授
業
出
席
や
施
設
利
用
、
加

え
て
ク
ラ
ブ
活
動
の
支
援
と
し
て
、

１
日
２
往
復
か
ら
４
往
復
に
増
便
。

　

ま
た
、
ク
ラ
ブ
活
動
を
終
え
た
学

生
が
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
帰
宅
す

る
際
、
最
寄
り
駅
（
Ｊ
Ｒ
長
尾
駅
、

京
阪 

枚
方
市
駅
）
ま
で
送
る
運
行

も
始
ま
っ
た
。

　

特
に
、
ク
ラ
ブ
活
性
化
で
は
学
友

会
か
ら
大
学
に
運
行
を
要
望
し
た
こ

と
を
受
け
て
実
現
し
た
。
公
共
バ
ス

は
遅
い
時
間
帯
は
便
が
少
な
い
た

め
、
ク
ラ
ブ
で
遅
く
な
る
学
生
か
ら

は
大
変
感
謝
さ
れ
好
評
。
今
回
の
運

行
で
両
キ
ャ
ン
パ
ス
が
更
に
活
性
化

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

タ
バ
コ
の
煙
に
は
不
完
全
燃
焼
等

に
よ
る
有
害
物
質
が
多
く
含
ま
れ
て

い
る
。
人
の
健
康
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
た
め
、
喫
煙
マ
ナ
ー
の
強
化
、
分

煙
等
が
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
て

い
た
が
、
世
界
的
に
受
動
喫
煙
防
止

の
気
運
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
か

ら
、
大
学
・
短
期
大
学
部
に
お
い
て

は
、
10
月
１
日
か
ら
先
ず
学
園
教
職

ク
ラ
ブ
活
動

 

（
敬
称
略
）

大
学
・
短
大

軟
式
野
球
部

・�

６
／
11　

西
都
大
学
連
盟
１
部
リ
ー

グ 

２
位

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

・�

５
／
３　

春
季
関
西
学
生
リ
ー
グ（
女
子
）

３
位

・�　
10
／
16　

秋
季
関
西
学
生
リ
ー
グ
（
女

子
） 

準
優
勝

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部

・�

６
／
26　

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
大
会 

保
津
川

ス
プ
リ
ン
ト　

総
合
４
位

・�

９
／
12　

天
竜
川
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ォ
ー
タ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
４
人
乗
り
ラ
フ
ト
ボ
ー

ト
部
門　

準
優
勝

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
（
女
子
）

・�

８
／
18　

大
阪
府
学
生
６
人
制
身
長
制
大

会　

優
勝

・
10
／
24　

関
西
大
学
秋
季
リ
ー
グ　

２
位

・
11
／
14　

関
西
イ
ン
カ
レ　

優
勝

陸
上
競
技
部

・�

５　

関
西
イ
ン
カ
レ 

女
子 

１
０
０

ｍ
・
２
０
０
ｍ 

高
橋
美
佳
子(

国

際
コ
ミ
４)

６
位
、
４
×
１
０
０
ｍ
リ

レ
ー 

高
橋
▽
石
橋
典
子
（
ス
ポ
ー
ツ
行

動
２
）
▽
山
本
友
紀
（
幼
児
保
育
２
）
▽

江
口
美
菜
（
ス
ポ
ー
ツ
行
動
１
）
６
位
、

走
高
跳 

戸
谷
真
理
子
（
同
３
）
５
位
、

男
子
２
部　

走
高
跳　

巻
田
知
範
（
人
間

健
康
２
）
▽
新
井
久
平
（
幼
児
保
育
２
）

５
位
、
走
幅
跳　

田
中
俊
樹
（
人
間
健
康

３
）
６
位

・�

６
／
18
～
20　

日
本
学
生
個
人
選
手

権 

女
子
２
０
０
ｍ　

高
橋　

準
決
勝
進

出
、
４
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル 

若
林
千
裕

（
ス
ポ
ー
ツ
行
動
３
）、
３
０
０
０
ｍ
障

害 

西
川
結
奈
（
同
３
）
出
場

・�

７
／
２
～
４　

西
日
本
イ
ン
カ
レ　

女
子

走
高
跳　

戸
谷　

４
位

・�

９
／
10
～
12　

日
本
イ
ン
カ
レ　

女

子
１
０
０
ｍ　

高
橋　

準
決
勝
進
出
、

１
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル　

坂
上
実
由
貴
（
ス

ポ
ー
ツ
行
動
４
）、
４
×
１
０
０
ｍ
リ

レ
ー 

高
橋
▽
人
見
麻
那
（
ス
ポ
ー
ツ
行

動
３
）
▽
山
本
▽
江
口
、
４
×
４
０
０
ｍ

リ
レ
ー 

小
西
杏
里（
ス
ポ
ー
ツ
行
動
４
）

▽
西
本
衣
里
（
人
間
健
康
４
）
▽
若
林
▽

山
本　

出
場

滝
井
高
校

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

・�

６
／
６　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
大
阪
府
予

選 

フ
ル
ー
レ
個
人　

滝
本
晴
菜
（
３
）

全
勝
優
勝

・�

７
／
29　

沖
縄
イ
ン
タ
ー
ハ
イ　

フ
ル
ー

レ
個
人　

滝
本　

予
選
プ
ー
ル
進
出
、
同

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１
回
戦
敗
退

吹
奏
楽
部

・�

８
／
１　

府
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
北
地
区

大
会　
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校
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府
大
会
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出

軽
音
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W
e are Sneaker A
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高
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勝
大
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学
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会
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田
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校
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部
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／
９　

イ
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阪
府
予
選
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校
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抗
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部(

女
子
）
３
位
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部
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／
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学
写
生
大
会　

大
塚
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・�
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／
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大
阪
私
学
美
術
展　

石
井 

歩

（
２
）
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塚
本
千
尋
（
２
）
優
秀
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ソ
フ
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／
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男
子
団
体
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グ
戦　
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勝

・�

４
／
25　

春
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人
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ロ
ッ
ク
大
会　

松

田
優
也
（
３
）・
島
田
竜
治
（
３
）
優
勝

・�

５
／
９　

春
季
中
央
大
会　

松
田
・
島

田 

大
阪
ベ
ス
ト
16
（
近
畿
大
会
出

場
）

・�

９
／
18  

新
人
大
会
ブ
ロ
ッ
ク
戦　

竹
添

貴
政
（
２
）・
中
村
匠
吾
（
２
）
優
勝

硬
式
野
球
部

・�

７
／
17　

全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
阪
大

会　

初
出
場　

初
戦
敗
退

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部　

・�

８
／
１　

府
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
北
地
区

大
会　

銀
賞

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
部
・
軽
音
楽
部

・�

８
／
14　

W
e are Sneaker A

ges

予

選
会
出
場

大
和
田
中
学

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・�

４
／
29　

北
河
内
春
季
大
会　

優
勝

卒
業
生
も
来
年
度

か
ら
利
用
可
能
に

絆
ネ
ッ
ト 

Ｓ
Ｎ
Ｓ

　

絆
ネ
ッ
ト
は
、
大
阪
国
際
学
園
の
メ

ン
バ
ー
だ
け
が
登
録
で
き
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
と
呼
ば

れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
ブ
ロ
グ

（
日
記
）
を
書
い
て
情
報
発
信
や
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
っ
て
仲
間
と
の
情

報
共
有
が
簡
単
に
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。
日
本
で
は
ミ
ク
シ
ィ
（m

ixi

）

が
有
名
で
、
２
０
０
０
万
人
以
上
の
人

が
登
録
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、
趣

味
サ
ー
ク
ル
や
仲
間
と
の
情
報
交
換

の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
が
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
使
っ
て
日
々
の
活
動
を
共
有
化

し
、
お
客
様
満
足
を
高
め
る
目
的
で
活

用
し
て
い
る
企
業
も
あ
り
ま
す
。
大
学

で
は
、
サ
ー
ク
ル
や
ゼ
ミ
・
研
究
室
、

卒
業
生
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
園
の
絆
ネ
ッ
ト
に
は
、
現
在
、

大
学
・
短
大
の
学
生
と
教
職
員
が
登

録
さ
れ
、
ゼ
ミ
の
論
文
指
導
や
ゼ
ミ

活
動
の
意
見
交
換
、
授
業
活
性
化
の

た
め
の
情
報
交
換
、
キ
ャ
リ
ア
支
援

活
動
の
進
捗
状
況
報
告
等
に
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
ブ
ロ
グ
を
利
用
し
て

情
報
提
供
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　

絆
ネ
ッ
ト
で
は
、
登
録
メ
ン
バ
ー

一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
サ
イ
ト
を
持

つ
こ
と
が
で
き
、
ブ
ロ
グ
や
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
利
用
し
て
情
報
を
発
信
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ク
ラ
ブ
や
セ

ミ
ナ
ー
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作

成
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
メ
ン
バ
ー

間
で
情
報
を
共
有
し
、
協
働
作
業
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
来
年
度
に

は
、
絆
ネ
ッ
ト
の
利
用
者
を
卒
業
生

ま
で
拡
大
し
て
い
く
予
定
で
す
。
卒

業
生
が
絆
ネ
ッ
ト
に
参
加
す
れ
ば
、

ク
ラ
ブ
や
ゼ
ミ
の
先
輩
と
在
学
生
が

同
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
利
用
し
情
報

を
共
有
す
る
こ
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
高
校
生
や
入
学
前
の
学

生
に
広
が
れ
ば
、
様
々
な
活
用
方
法

が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。
絆
ネ
ッ

ト
を
学
園
の
バ
ー
チ
ャ
ル
・
キ
ャ
ン

パ
ス
に
育
て
、
学
園
の
仲
間
が
情
報

を
交
換
し
、
情
報
を
共
有
す
る
場
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
実
行
委
員
会　

委
員
長
、

大
学
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
経
営
デ
ザ
イ
ン

学
科
教
授　

�

井
上　

市
郎
）

教
職
員
、
ま
ず
模
範
に

大
学
・
短
大 

全
面
禁
煙
に

員
が
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
の
全
面
禁
煙

に
踏
み
切
っ
た
。

教
職
員
の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
禁
煙
を
宣
言

し
た
ポ
ス
タ
ー

路
線
新
設
や
増
便

利
便
性
を
高
め
る

キ
ャ
ン
パ
ス
間
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
２
＝
福
間
め
ぐ
み

＊
英
検
２
級

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
２
＝
福
間
め
ぐ
み

＊
同
準
２
級

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
１
＝
曽
我
亜
由
美

＊
販
売
士
検
定
３
級

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
２
＝
小
川
栞
里
▽

細
川
紗
代
▽
田
中　

愛
▽
西
平
朋
世

▽
同
１
＝
五
味
史
早
▽
杉
田
典
子
▽

武
島
夏
海
▽
原　

さ
く
ら
▽
藤
田
真

帆
▽
松
岡
千
春

◆
滝
井
高
校

英
検
２
級

３
年
＝
保
田
安
里
沙
▽
辻
野
瑶
子
▽

滝
本
晴
菜
▽
市
橋
春
伽

漢
検
２
級

３
年
＝
渡
瀬
裕
可
▽
上
岡
朱
里

同
準
２
級

３
年
＝
小
西
胡
桃
▽
橋
本
真
衣
▽
堀

部
祐
貴
▽
竹
下
悠
里
▽
渡
邉
く
る
み

▽
市
川
紗
江
▽
坂
田
飛
鳥
▽
瀬
川
怜

奈
▽
姫
路
知
恵
▽
２
年
＝
松
本 

栞

▽
柏
田
菜
摘
▽
梶　

奈
津
美

ワ
ー
プ
ロ
実
務
検
定
２
級

３
年
＝
菊
池
麻
穂
▽
宮
本
あ
や
か
▽

横
地
美
季

◆
大
和
田
高
校

英
検
２
級

３
年
＝
田
中　

南
▽
一

居
政
宏
▽
百
済
早
希
▽

ヤ
ン
グ
桃
子
▽
砂
田
潤

一
▽
森
田
千
鶴

漢
検
２
級

３
年
＝
幸　

沙
希
▽
青

山
香
波

同
準
２
級

３
年
＝
田
村
京
香
▽
曽

川
瑞
穂
▽
小
澤
菜
月
▽

吉
尾　

恵
▽
生
山
千
裕

▽
長
通
実
佳
▽
蜂
谷

　

望
▽
福
田
知
弘
▽
吉

田 

咲
▽
１
年
＝
茶
谷

知
樹

◆
大
和
田
中
学

英
検
準
２
級

３
年
＝
小
川
湧
也
▽
中

西
健
太
▽
河
野
早
希
▽

進
藤
亜
美
▽
瀬
野
優
菜

▽
田
中
来
夢
▽
那
須
裕

美
▽
２
年
＝
矢
田
歌
菜

絵漢
検
準
２
級

３
年
＝
中
井
紗
耶
奈
▽

那
須
裕
美
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大
阪
優
勝
大
会　

ベ
ス
ト
４

・�

９
／
18　

北
河
内
秋
季
大
会　

優
勝

・�

９
／
20　

大
阪
私
学
大
会　

優
勝

・�

10
／
９　

大
阪
中
学
校
秋
季
総
合
体
育
大

会　

優
勝

剣
道
部

・�

４
／
24　

北
河
内
春
季
大
会　

山
下
史
恵

梨
（
２
）
準
優
勝

・�

４
／
25　

北
河
内
春
季
大
会　

女
子
団
体

の
部　

優
勝

・�

７
／
18　

大
阪
大
会　

山
下　

準
優
勝 

・�

７
／
30　

大
阪
大
会　

女
子
団
体
の
部 

 

３
位

・�

８
／
６　

近
畿
中
学
校
総
合
体
育
大
会
個

人
戦　

山
下　

ベ
ス
ト
16

・�

８
／
22　

全
国
中
学
校
大
会　

山
下 

１

回
戦
敗
退

・�

９
／
４　

北
河
内
秋
季
大
会　

女
子
団
体

の
部　

３
位

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

・�

８
／
11　

大
阪
私
学
大
会　

女
子
団
体

戦 

第
３
位

・�

９
／
11　

審
判
講
習
大
会
（
ブ
ロ
ッ
ク
）

田
代
昂
輝
（
２
）
添
郷
将
史
（
２
）
優
勝

美
術
部

・�

７
／
27　

大
阪
私
学
美
術
展　

堤 

ゆ
き

は
（
３
）
▽
瀬
野
優
菜
（
３
）
優
秀
賞

実施ずみの公開講座･講演会･イベント(共催含む)
月日 タイトル テーマ・講師（敬称略） 場所 主催

6月10日 情報デザイン特講
Ⅰ特別講義 「上方落語の歴史と文化」� 林家染左 枚方キャンパス

国際大現代社会
学部情報デザイン
学科

7月10日 地域共催イベント
2010 考えよう「私たちの え～ことライフ 」 守口キャンパス

大久保中学校校
区学校支援地域
本部･連携推進協
議会、 短大ライフ
デザイン総合学科
協力： 羊帝会(短
大同窓会）

9月20日

公開授業『現代の
危機管理・現代の
国際情勢Ⅰ』

「現代の国際情勢・危機管理をどう理解するか」
現代社会学部法律政策学科教授　大矢吉之

枚方キャンパス
大阪国際大学
現代社会学部
法律政策学科

9月27日 「中朝国境地帯を行く－日本企業進出の現状」
国際コミュニケーション学部国際コミュニケーション教授　宇山　博

10月4日 「現代日本の課題－「産む」こととセキュリティ」
現代社会学部法律政策学科講師　谷口真由美

10月11日 「東アジア共同体は可能か－EUとの比較」
現代社会学部法律政策学科教授 　古賀敬太 

10月18日 「民族問題と国家の分裂－人間の安全保障から」
現代社会学部法律政策学科准教授　瀬島　誠

10月25日 「アメリカ中間選挙とオバマ政権の今後」
現代社会学部法律政策学科教授　大矢吉之

11月8日 「海外旅行の危機管理－異文化摩擦の対処法」
現代社会学部法律政策学科教授　依田　博

11月15日 「スポーツ事故における関係者の法的責任」
現代社会学部法律政策学科准教授　中山実郎

11月22日 「会社法上の危機管理－内部統制」
現代社会学部法律政策学科講師　小原博臣

11月29日 「ゲーテッドコミュニティ－富裕層の逃避」
現代社会学部法律政策学科教授　大矢吉之

12月6日 「セキュリティータウン－安全・安心を買う」
現代社会学部法律政策学科教授　大矢吉之

12月13日 「生活のセーフティーネット－理論編」
本学非常勤講師　藤井　功

12月20日 「生活のセーフティーネット－実践編」
本学非常勤講師　藤井　功

9月24日

国際大学教養講座

「政と官－国民にとって望ましい関係を考える」
 ビジネス学部経済ファイナンス学科教授　堀　要

枚方キャンパス 国際大国際関
係研究所

10月22日 「消費者視点からのマーケティング論」
ビジネス学部経営デザイン学科准教授　日野隆生

12月3日
「ロシア極東ビジネス事情　～ロシア・中国・北朝鮮三国国
境地帯に向かう外国資本」

ビジネス学部経済ファイナンス学科講師　安木新一郎

10月2日
もりぐちｅセミナー
『スローライフで行
こう』

「年中行事にみるスローライフ ～行事食を中心として～」
人間科学部人間健康科学科講師　喜多野宣子

ムーブ２１（守口
市生涯学習情
報センター）

守口市、㈶守
口市文化振興
事業団、国際
大・短大国際
関係研究所

10月9日 「ウェルネスライフ」～よりウェルな生き方～
ビジネス学部経営デザイン学科教授　世戸俊男

10月16日 「アフリカの暮らしに学ぶ： 森の狩猟採集民と暮らした1年半」
人間科学部心理コミュニケーション学科准教授　亀井伸孝

11月6日

第23回国際大シンポ
ジウム
『大阪から世界へ～
アジアの市場に挑戦
する～』

リレー講演
「上海万博　たこ焼き奮戦記」

白ハト食品工業株式会社代表取締役社長　永尾俊一
「アジアビジネスとサントリー」

サントリーホールディングス株式会社経営管理本部部長　瀧井　泰
パネルディスカッション　
　テーマ「日本の食は世界に通じるか」
パネリスト 前掲　� 永尾俊一
　　　　　　前掲　� 瀧井　泰
　　　　　　経済ジャーナリスト、
　　　　　　経済政策シンクタンクハーベイロード・ジャパン副代表

内田裕子
　　　　　　国際大 学長補佐・大学院教授　� 北川俊光
司会　　　　千葉商科大学大学院教授、
　　　　　　東京大学政策ビジョン研究センターアドバイザー

宮崎　緑

ホ テルニュー
オータニ大阪

国際大国際関
係研究所

2011年の国際大・短大公開講座・イベント
月日 タイトル テーマ・講師（敬称略） 場所 主催

1月15日 幼児保育学科2年
次生実技発表会 幼児保育学科各コースの学生の成果発表 奥田メモリアル

ホール
短大幼児保育
学科

1月17日 公開授業『現代の
危機管理・現代の
国際情勢Ⅰ』

地域社会における住民主体の危機管理
現代社会学部法律政策学科講師　田中　優

枚方キャンパス
国際大現代社
会学部法律政

策学科1月24日 電子書籍は現代日本の知的退廃を止めうるのか
現代社会学部法律政策学科准教授　安保克也

1月21日
国際大学教養講座

「観光立国をめざすマレーシアにおける観光政策－その光と
影－」

立命館大学文学部教授・教養教育センター長　藤巻正己 枚方キャンパス 国際大国際関
係研究所

2月4日 「ヒマラヤにおける環境問題とその実像」
立命館大学文学部非常勤講師　渡辺和之

1月28日 第19回音楽コース
演奏会 幼児保育学科音楽コース学生の成果発表 奥田メモリア

ルホール
短大幼児保育
学科

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

決勝で激戦を制し２年ぶりの関西インカレ優勝を 
手にした女子バレーボール部

　

在
学
生
は
、
禁
煙
教
育
と
禁
煙

指
導
に
取
り
組
み
、
現
在
の
本
学

男
子
成
人
学
生
の
喫
煙
率
を
10
％

以
内
に
下
げ
る
活
動
に
努
め
、
目

標
値
以
内
に
到
達
さ
せ
て
か
ら
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
全
面
禁
煙
と
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

早
期
実
現
に
喫
煙
学
生
の
理
解

と
、
こ
の
機
会
に
禁
煙
す
る
学
生

が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

な
お
、
滝
井
高
、
大
和
田
中
・
高
、

大
和
田
幼
稚
園
で
も
教
職
員
の

キ
ャ
ン
パ
ス
内
全
面
禁
煙
は
、
既

に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

キ
ャ
ン
パ
ス
で
タ
バ
コ
吸
い
ま
せ
ん
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出願期間 選考日

大阪国際
滝井高等学校

普通科

体育・吹奏楽コース
標 準 コ ー ス
幼児保育進学コース
看 護 進 学 コ ー ス
特 進 コ ー ス １月24日(月)〜１月31日(月) ２月10日(木)･ １1日(金･祝)

国　際　科

大阪国際
大和田高等学校 普通科

スーパー理数コース
理数コース
英数コース

１月24日(月)〜２月１日(火) ２月10日(木)･ １1日(金･祝)

大阪国際
大和田中学校

一次
平成22年12月16日(木)〜

12月24日(金)
１月８日(土)〜１月13日(木)

１月15日(土)

二次
Ａ

平成22年12月16日(木)〜
12月24日(金)

１月８日(土)〜１月15日(土)
１月16日(日)

Ｂ １月８日(土)〜１月20日(木) １月20日(木)

高
校
・
中
学
校

上記出願期間については、期間最終日が金曜日の場合は翌週月曜日、それ以外の曜日の場合は翌日に限り守口キャ
ンパス持ち込みのみ受け付ける。
留学生の入試選考については入試・広報部までお問い合せ下さい。

平成23年度 入試日程

大
阪
国
際
大
学 

学
部

選考種別（略称） 出願期間（締切日消印有効） 選考日

一 般 Ａ 日 程
１月６日(木)〜１月17日(月)

１月22日(土)･23日(日)

A O 選 考 ６ 期 １月23日(日)

セ ン タ ー 利 用 Ⅰ 期 １月６日(木)〜１月31日(月) −

一 般 Ｂ 日 程
１月21日(金)〜１月31日(月) ２月５日(土)

一 般 Ｃ 日 程

一 般 Ｄ 日 程

２月１日(火)〜２月14日(月)
２月19日(土)

A O 選 考 ７ 期

セ ン タ ー 利 用 Ⅱ 期 −

一 般 Ｅ 日 程
２月21日(月)〜２月28日(月) ３月４日(金)

A O 選 考 ８ 期

一 般 Ｆ 日 程

３月７日(月)〜３月14日(月)
３月19日(土)

A O 選 考 ９ 期

セ ン タ ー 利 用 Ⅲ 期 −

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

選考種別（略称） 出願期間（締切日消印有効） 選考日

一 般 Ａ 日 程
１月６日(木)〜１月17日(月)

１月22日(土)･23日(日)

Ａ Ｏ 選 考 ６ 期 １月23日(日)

セ ン タ ー 利 用 １月６日(木)〜１月31日(月) −

一 般 Ｂ 日 程
２月１日(火)〜２月14日(月) ２月19日(土)

Ａ Ｏ 選 考 ７ 期

一 般 Ｃ 日 程
３月７日(月)〜３月14日(月) ３月19日(土)

Ａ Ｏ 選 考 ８ 期

大
阪
国
際
大
学 

編
入
学

大
阪
国
際
大
学
大
学
院

選考種別 出願期間（締切日消印有効） 選考日
修
士
課
程
二次

経 営 情 報 学 研 究 科

１月22日(土)〜２月２日(水) ２月12日(土)総 合 社 会 科 学 研 究 科

経営情報学研究科
博士（後期）課程

選考種別（略称） 出願期間（締切日消印有効） 選考日

内 部 編 入 Ⅱ 期 １月６日(木)〜１月17日(月) １月23日(日)

内 部 編 入 Ⅲ 期

２月１日(火)〜２月14日(月) ２月19日(土)
一 般 編 入 Ⅱ 期

社 会 人 編 入 Ⅱ 期

転 入 学 Ⅱ 期

｢

資
格
や
活
動
実
績
」
評
価
対
象
に

平成23年度 中間報告

大学･短大
入試状況

　

大
学
・
短
大
で
は
、
平
成
22
年
度

入
試
の
反
省
を
踏
ま
え
、
平
成
23
年

度
入
試
で
は
個
人
の
特
性
を
活
か
し

た
特
別
推
薦
の
中
に
「
資
格
・
活
動

実
績
」
を
追
加
し
ま
し
た
。

　

高
校
時
代
に
取
得
し
た
資
格
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
海
外
留
学
等
の
経
験

を
評
価
し
、
面
接
と
合
わ
せ
て
判
定

し
ま
す
。
従
来
の
Ａ
Ｏ
入
試
と
は
違

い
、
各
学
科
の
特
性
に
応
じ
た
資
格

や
高
い
レ
ベ
ル
の
活
動
内
容
を
評
価

対
象
と
し
て
い
ま
す
。

個
人
の
特
性
を
〝
重
視
〟

海
外
留
学
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

家
賃
補
助
制
度
を
導
入 
遠
隔
地
の

受
験
生
に

　

ま
た
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

特
別
推
薦
「
ス
ポ
ー
ツ
」
も
10
月
の

選
考
に
加
え
、
３
年
生
の
ク
ラ
ブ
活

動
が
ほ
ぼ
終
了
す
る
12
月
に
も
選
考

を
実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
方
か
ら
本
学
を
め
ざ

す
受
験
生
に
は
「
家
賃
補
助
制
度
」

を
導
入
し
、
入
学
年
度
だ
け
で
は
あ

る
も
の
の
、
経
済
面
で
の
支
援
を
行

う
な
ど
、
平
成
23
年
度
入
試
の
施
策

は
、
個
人
の
多
様
性
を
評
価
す
る
入

試
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
と
な
り
ま
し

た
。

　

広
報
展
開
で
は
、
受
験
生
個
人
に

３
月
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
告
知

の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
の
発
送
を
皮

切
り
に
、
４
月
下
旬
に
は
大
学
案
内

を
含
む
入
試
資
料
の
送
付
や
遠
隔
地

の
受
験
生
に
は
「
家
賃
補
助
制
度
」

の
チ
ラ
シ
、
さ
ら
に
本
学
の
体
育
会

ク
ラ
ブ
の
活
躍
を
掲
載
し
た
冊
子

「Spirits

」
を
発
行
と
、
き
め
細
か

い
情
報
提
供
で
本
学
の
魅
力
を
伝
え

ま
し
た
。

　

高
校
教
員
向
け
に
は
４
年
ぶ
り
と

な
る
本
学
主
催
説
明
会
を
２
回
実

施
。
本
学
在
学
生
に
よ
る
学
部
学
科

説
明
な
ど
新
し
い
切
り
口
で
本
学
を

紹
介
し
、
高
校
教
員
か
ら
も
高
い
評

価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
本
学
周
辺
の
地
元
高
校
を

頻
繁
に
訪
問
し
、
高
校
の
状
況
や
進

路
動
向
の
情
報
収
集
に
努
め
ま
し

た
。

　

そ
の
よ
う
な
施
策
や
活
動
の
結

果
、
資
料
請
求
者
数
も
昨
年
と
比
較

し
10
％
の
増
加
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
の
総
入
場
者
数
（
３
月
開
催
分

も
含
む
）
も
２
年
ぶ
り
に
３
０
０
０

人
を
超
え
る
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
時
点
で
終
了
し
た
入
試
（
Ａ
Ｏ

入
学
選
考
・
指
定
校
推
薦
入
試
・
推

薦
Ⅰ
期
な
ど
）
に
関
し
て
は
、
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
で
は
あ
る
も
の

の
、
年
明
け
の
一
般
入
試
に
向
け
て

一
人
で
も
多
く
の
受
験
生
に
本
学
に

魅
力
を
感
じ
て
志
願
し
て
も
ら
え
る

よ
う
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

（
入
試
・
広
報
部
　
課
長
代
理
　

片
山
　
準
）

来
場
者
の
満
足
度
も
上
々

 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
／
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
開
催　

多
彩
な
企
画
、
工
夫
凝
ら
す

◆
大
学
・
短
大

　

昨
年
度
を
大
幅
に

　

上
回
る
入
場
者
記
録　

　

大
学
・
短
大
で
は
、
６
月
か
ら

９
月
に
か
け
て
、
７
回
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を

実
施
し
た
。
今
ま
で
枚
方
・
守
口

キ
ャ
ン
パ
ス
ご
と
に
、
別
々
の
日
時

を
設
定
し
て
い
た
が
、「
違
う
キ
ャ

ン
パ
ス
も
見
て
み
た
い
」
と
い
う
受

験
生
の
声
に
応
え
、
今
年
度
か
ら
同

日
に
両
キ
ャ
ン
パ
ス
同
時
開
催
で
実

施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
間
に
は
バ
ス
を
走
ら

せ
、
１
日
で
両
キ
ャ
ン
パ
ス
を
体
験
で

き
る
と
い
う
新
し
い
シ
ス
テ
ム
に
受
験

生
の
評
価
も
上
々
で
、
２
つ
の
キ
ャ
ン

パ
ス
で
希
望
す
る
模
擬
授
業
を
受
け
る

来
場
者
の
姿
も
見
ら
れ
る
な
ど
、
満

足
度
の
高
い
内
容
と
な
っ
た
。
併
せ

て
各
学
科
が
イ
ベ
ン
ト
に
工
夫
を
凝

ら
し
、
結
果
と
し
て
夏
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
昨
年
度
を
１
５
７

人
上
回
る
２
８
１
６
人
の
入
場
者
数

と
な
っ
た
。

◆
滝
井
高
校

　

国
際
科
１
日
体
験
入
学
も

　

滝
井
高
校
で
は
、
８
月
、
10
月
、

11
月
に
各
１
回
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

を
行
っ
た
他
、
中
学
生
対
象
に
「
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
部
ク
ラ
ブ
体
験
」や「
学

校
見
学
会
」「
管
楽
器
奏
法
ク
リ
ニ
ッ

ク
」「
国
際
科
１
日
体
験
入
学
」
な

ど
、
様
々
な
形
で
高
校
生
活
を
知
る

機
会
を
提
供
し
た
。

　

ま
た
、
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て

保
護
者
を
対
象
と
し
た
「
学
校
見
学

会
」
も
実
施
し
た
。

◆
大
和
田
高
校

　

各
教
科
の
入
試
対
策
講
座

　

大
和
田
高
校
で
は
、
９
月
に
オ
ー

プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
実
施
し
、
こ
ち
ら

も
昨
年
を
上
回
る
２
８
３
人
が
来
場

し
た
。
各
教
科
の
入
試
対
策
講
座
に

真
剣
に
取
り
組
み
、
授
業
や
ク
ラ
ブ

の
体
験
に
参
加
し
た
。

◆
大
和
田
中
学

　

英
会
話
や
ク
ラ
ブ
体
験

　

大
和
田
中
学
で
も
７
月
に
オ
ー
プ

ン
ス
ク
ー
ル
を
開
催
、
70
人
が
手
作

り
体
験
や
英
会
話
、
ク
ラ
ブ
体
験
な

ど
で
学
校
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
た
。

　

ま
た
、
入
試
問
題
の
解
説
な
ど
を

行
う
体
験
学
習
会
が
、
10
月
に
行
わ

れ
56
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

「
滝
井
高
生
に
よ
る
な
ん
で
も
相
談
コ
ー
ナ
ー
」で
は
、生
徒
た
ち
が〝
生

の
声
〟で
、中
学
生
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
大
好
評
だ
っ
た（
８
月
28
日
、

滝
井
高
校
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
）

今
春
完
成
し
た
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
ス
タ
ジ
オ
で
、
最
新
鋭
の
機
器
に
よ
る
映

像
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
の
解
説
に
聞
き
入
る
高
校
生
（
６
月
19
日
、
枚
方
キ
ャ

ン
パ
ス
）

学
科
ブ
ー
ス
で
は
個
別
に
様
々
な
質
問
、
相
談
に
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に
応

じ
た
（
６
月
19
日
、
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
）

ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
先
生
に
ち
ょ
っ
ぴ
り
緊
張
す
る
英
会
話
授
業
体
験
（
９

月
18
日
、
大
和
田
高
校
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
）

入
試
問
題
の
解
説
に
、
真
剣
に
聞
き
入
る
小
学

生
た
ち
（
10
月
９
日
、
大
和
田
中
学
体
験
学
習

会
）
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平
成
２２
年
９
月
末
の
大
学
の
就
職
内
定
者
は

１
７
１
人
（
昨
年
比

－

３１·
０
％
）、短
大
は
６１
人
（
昨

年
比
＋
１·

７
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
学
の
落

京
都
市
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー

人
間
科
学
部
ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科

３
年
次
生　

酒
井　

真
衣
子

　

ゼ
ミ
で
障
が

い
者
ス
ポ
ー
ツ

を
勉
強
し
て
い

た
の
で
、
実
際

に
現
場
で
２
週

間
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
研
修
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
ス
ポ
ー
ツ
で
は
水
泳
を
専

大
阪
国
際
大
学　

経
営
情
報
学
部
経
営
情
報
学
科
＇09
年
卒

郵
便
事
業
株
式
会
社

和
歌
山
支
店　

第
二
集
配
営
業
課

堀
田
　
恭
兵

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部　

幼
児
保
育
学
科
保
育
コ
ー
ス
＇10
年
卒

学
校
法
人
谷
野
学
園　

春
日
東
野
幼
稚
園

吉
田
　
育
代

OB・OGレポート

常に前進し、お客様に満足を
　私は「地域に密着した仕事がしたい」という理由から、郵便事業株
式会社の就職試験を受けました。その時には、ゼミ担当の中野健秀先
生やキャリアセンターの方々に、いろいろアドバイスをしていただい
たのを覚えています。
　現在は、郵便物の集荷や配達、それに営業活動を行っています。営
業活動では郵便の知識を多く知り、お客様とのコミュニケーション能
力が必要とされるので、不安な部分も多くありました。しかし、「あ
りがとう、勧めてくれたレターパックという商品使ってみたけど便利
でよかったよ」、「またお願いするよ」というお客様の声を聞くと、喜
びとやりがいをとても感じます。
　これからはさらにいろいろな郵便商品の知識を身につけ、コミュニ
ケーション能力を磨いていきたいです。常に前進し、一人でも多くの
お客様に満足していただける社員を目指します。

園児たちとの達成感に喜び…
　私は、中学生の頃から保育士になることが夢で、大阪国際大学短期
大学部に進学しました。進学してからは、設定保育や手遊びやカード
作り等、大いに活かすことができることを学びました。
　2年次生になり就職活動が始まっても、幼稚園か保育園のどちらか
に決めることができずに、ギリギリまですごく悩みはしましたが、い
ろいろな園に見学に行ったことで、進路を決めることができました。
　現在は幼稚園で働き、年中組の担任をしています。実習では年少と
年長しか関わったことがなく、年中と関わるのが初めてのことだった
ので、最初はすごく不安でした。毎日失敗ばかりで落ち込むこともた
くさんありましたが、先輩の先生方が優しく指導してくださり、たく
さん学ぶことがありました。
　4月から今日までの子どもたちの様子を比べると、制作で上手には
さみを持てなかった子どもが持てるようになっていたり、お弁当で苦
手なものが食べられるようになっていたり等、身近で子どもの成長を
感じることができます。毎日大変ですが、何より子どもたちから元気
をもらえます。子どもたちとともに何かに取り組み、それをやり遂げ
た後はなんとも言えない達成感を感じることができ、この仕事に就け
てよかったなと思います。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

土
曜
日
開
室
を
実
施

　

厳
し
い
就
職
環
境
に
鑑
み
、
さ
ら

大卒の内定“苦戦”、短大は健闘
キャリアーセンター中間報告

多
彩
な
「
面
倒
見
の
よ
さ
」
で
、
就
活
支
援
も

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
２
年
、
日
本
経
済
の
回
復
の
兆
し
は
未
だ
見
え
ず
、
学

生
の
就
職
活
動
に
も
大
き
な
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。
採
用
を
凍
結
し
て
い
る
企
業

も
将
来
の
自
社
の
核
と
な
る
べ
き
新
卒
の
採
用
は
お
ろ
そ
か
に
で
き
な
い
と
分
か
っ

て
い
な
が
ら
も
、
目
の
前
の
問
題
を
優
先
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ち
込
み
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
当
初
か
ら
就
職
戦
線
が

厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
に

も
拘
ら
ず
、
基
本
的
な
自
己
Ｐ
Ｒ
、

業
界
・
企
業
研
究
が
不
十
分
で
あ
っ

た
た
め
、
採
用
の
基
準
が
上
が
っ
た

今
年
度
は
、
昨
年
以
上
に
苦
戦
し
た

た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

短
大
は
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学

科
、
幼
児
保
育
学
科
と
も
昨
年
と
同

程
度
と
健
闘
し
て
お
り
、
地
道
に
求

人
紹
介
し
た
成
果
が
表
れ
て
い
る
と

考
え
ま
す
。

　

現
在
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し

て
は
求
人
情
報
を
メ
ー
ル
で
提
供
す

る
一
方
、
電
話
等
で
の
活
動
状
況
の

聞
き
と
り
調
査
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

の
機
会
を
持
っ
て
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。
学
生

と
求
人
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
テ
ー
マ
に

企
業
訪
問
に
よ
っ
て
収
集
し
た
ナ
ビ

な
ど
に
載
ら
な
い
求
人
情
報
を
提
供

す
る
よ
う
に
心
掛
け
て
お
り
、
ま

た
、
本
学
主
催
の
企
業
セ
ミ
ナ
ー
や

単
独
の
会
社
説
明
会
も
本
学
学
生
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
企
業
を
招
聘
す

る
こ
と
に
よ
り
、
マ
ッ
チ
ン
グ
の

ヒ
ッ
ト
率
が
上
が
っ
て
い
る
の
は
明

る
い
材
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

卒
業
後
３
年
は
新
卒
の
扱
い
を
す

る
な
ど
、
新
し
い
制
度
も
整
備
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
本
学
も
「
面
倒
見

の
よ
さ
」
を
標
榜
し
在
籍
期
間
延
長

制
度
や
卒
業
生
支
援
な
ど
で
進
路
が

決
ま
ら
な
か
っ
た
場
合
の
受
け
皿
を

用
意
し
て
い
ま
す
が
、
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
と
し
て
は
可
能
な
限
り
進
路

を
決
め
て
卒
業
を
迎
え
る
よ
う
に
支

援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

（
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー　

課
長 

定
國　

通
雄
）

不
況
、
企
業
が
採
用
尻
込
み

業
界
・
企
業
研
究
不
足
も
一
因

　

大
学
・
短
大
で
、
今
年
度
も
９
月

に
保
護
者
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
就

職
や
学
生
生
活
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
内

容
で
大
学
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
、

ま
た
個
人
面
談
な
ど
で
保
護
者
と
情

報
交
換
の
場
が
設
け
ら
れ
た
。

　

枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
９
月
11

日
に
行
わ
れ
、
計
84
人
の
保
護
者
が

参
加
し
た
。

　

守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
12
日
に

行
わ
れ
た
。
２
部
構
成
で
、
第
１
部

の
就
職
説
明
会
に
は
大
学
１
１
１

人
、
短
大
42
人
、
第
２
部
の
学
科
別

教
育
懇
談
会
及
び
面
談
に
は
大
学

１
３
２
人
、
短
大
53
人
の
保
護
者
の

参
加
が
あ
っ
た
。

　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
厳
し
い

就
職
状
況
に
対
す
る
情
報
提
供
と
し

て
「
今
年
度
の
就
職
・
採
用
状
況
と

次
年
度
の
予
測
～
就
職
活
動
に
打
ち

勝
つ
た
め
に
～
」
と
題
し
て
外
部
講

師
を
招
き
講
演
会
も
行
っ
た
。

　

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
少

人
数
の
セ
ミ
ナ
ー
で
身
近
に
学
生
と

接
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
様
子
を
伺

え
安
心
し
た
」「
今
日
来
て
娘
と
話

す
内
容
が
深
く
な
る
よ
う
に
思
う
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、「
就
職
の
話
が
多
い
が
、

セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
や
個
人
懇
談
に

も
、
も
っ
と
重
点
を
置
い
て
ほ
し

い
」「
資
格
を
ど
ん
ど
ん
と
っ
て
ほ

し
い
の
で
、
大
学
側
か
ら
も
助
言
が

ほ
し
い
」
な
ど
様
々
な
要
望
も
寄
せ

ら
れ
た
。

民
主
党
大
阪
府
第
16
区
総
支
部

衆
議
院
事
務
所

ビ
ジ
ネ
ス
学
部
経
営
デ
ザ
イ
ン
学
科

３
年
次
生　

山
本　

理
嘉

　

非
常
に
充
実

し
た
２
週
間
で

し
た
。
機
密
情

報
の
デ
ー
タ
入

力
、
機
密
書
類

の
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
、
電
話
応
対
を
は

じ
め
、
代
議
士
や
秘
書
の
方
々
の
挨

拶
回
り
や
ビ
ラ
配
り
に
同
行
し
、
秘

書
業
務
の
基
礎
を
習
得
し
ま
し
た
。

　

他
に
は
国
会
議
事
堂
で
行
わ
れ
て

い
る
地
元
企
業
と
の
対
話
会
や
、
重

要
政
策
の
報
告
会
に
参
加
し
た
り
、

原
子
力
発
電
所
の
視
察
に
同
行
し
た

り
も
し
ま
し
た
。
貴
重
な
経
験
ば
か

り
で
、
何
も
か
も
新
鮮
で
し
た
。

　

広
範
囲
の
業
務
を
こ
な
す
の
は
初

め
て
の
経
験
で
慣
れ
る
の
に
苦
労
し

ま
し
た
が
、
私
の
強
み
で
あ
る
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
を
活
か
し
、
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
今

ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
自
分
の
魅
力

を
発
見
す
る
と
と
も
に
、
何
事
に
も

「
臨
機
応
変
」
に
現
場
対
応
す
る
こ

と
、
自
ら
積
極
的
に
行
動
す
る
こ
と

が
大
事
だ
と
改
め
て
分
か
り
ま
し
た
。

　

そ
の
思
い
や
学
ん
だ
こ
と
を
普
段

か
ら
大
切
に
し
て
、
今
後
の
就
職
活

動
や
大
学
生
活
に
活
か
し
た
い
で

す
。

攻
し
て
い
る
の
で
、
研
修
で
は
主

に
、
障
が
い
の
あ
る
方
々
に
対
す
る

水
泳
指
導
、
水
中
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の

サ
ポ
ー
ト
、
プ
ー
ル
監
視
、
水
泳
大

会
の
補
助
役
員
を
行
い
ま
し
た
。

　

タ
イ
ム
を
競
っ
た
世
界
し
か
見
た

こ
と
が
な
か
っ
た
私
は
、
初
め
て
み

る
障
が
い
の
あ
る
方
々
の
水
泳
大
会

や
水
泳
指
導
の
現
場
を
見
て
、
考
え

方
が
１
８
０
度
変
わ
り
ま
し
た
。
指

導
す
る
に
あ
た
っ
て
、「
障
が
い
が

あ
る
か
ら
で
き
な
い
」
で
は
な
く
、

「
障
が
い
が
あ
る
か
ら
、
ど
う
す
れ

ば
で
き
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
考

え
て
、
障
が
い
の
あ
る
方
、
な
い
方

が
支
え
あ
っ
て
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
を

行
う
こ
と
で
、
お
互
い
に
楽
し
ん
で

認
め
合
う
こ
と
が
大
切
だ
と
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

水
中
運
動
だ
け
で
な
く
、
様
々
な

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
や
体

操
教
室
、
運
動
教
室
の
サ
ポ
ー
ト
な

ど
の
業
務
を
経
験
し
ま
し
た
。
ま

た
、
職
員
の
方
や
外
部
の
講
師
の
方

に
よ
る
障
が
い
論
の
講
義
で
は
、
と

て
も
貴
重
な
お
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
２
週
間
で
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

て
た
く
さ
ん
の
障
が
い
の
あ
る
方
と

関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
障
が

い
者
ス
ポ
ー
ツ
は
、
障
が
い
の
あ
る

方
だ
け
が
楽
し
む
も
の
で
は
な
く
、

障
が
い
の
あ
る
方
、
な
い
方
が
一
緒

に
楽
し
む
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

今
後
は
研
修
先
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登

録
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
積

極
的
に
活
動
し
、
も
っ
と
障
が
い
の

あ
る
方
々
と
の
交
流
を
深
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
以
上
に
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
を
学
び
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
た
め
に
も
手
話
な
ど

も
勉
強
し
、
将
来
は
障
が
い
の
あ
る

方
々
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
、
水
泳
指

導
者
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
本
当
に
私
自
身
の
宝
物
に

な
っ
た
２
週
間
で
し
た
。

就
活
状
況
は
…
、学
生
生
活
は
…
？

個
人
面
談
や
情
報
交
換

就
職
留
年
打
破
、
講
演
会
も

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
て

積
極
的
な
行
動
の
大
切
さ
体
験

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
気
概

に
学
生
の
就
職
活
動
支
援
を
強
化
す

る
た
め
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は

土
曜
日
開
室
を
実
施
。
守
口
・
枚
方

両
キ
ャ
ン
パ
ス
と
も
専
任
職
員
と
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
２
人
体
制
で
、
学
生

の
相
談
等
に
対
応
し
て
い
る
。

　

開
室
予
定
日　

10
月
23
日
か
ら
23

年
３
月
31
日
ま
で
の
第
２
、
第
４
土

曜
日
（
春
季
休
暇
期
間
は
毎
週
）

開
室
時
間　

９
時
～
15
時
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大
学

大
学･

短
大

保
護
者
懇

本
学
主
催
企
業
セ
ミ
ナ
ー
の
様
子
。
企
業
と
学
生
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の

ヒ
ッ
ト
率
が
上
が
っ
て
い
る

キ
ャ
リ
ア
ー
セ
ン
タ
ー
で
の
面
談
で
は
、
学
生

一
人
ひ
と
り
に
き
め
細
か
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
行
っ
て
い
る
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